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デ
ジ
タ
ル
と
い
う
言
葉
が
社
会
に
氾
濫
し
て

い
る
。
指
針
の
角
度
と
い
う
連
続
し
た
物
量
で

時
間
を
表
現
す
る
装
置
を
ア
ナ
ロ
グ
時
計
、
離

散
し
た
数
字
で
表
現
す
る
装
置
を
デ
ジ
タ
ル
時

計
と
い
う
よ
う
に
、
数
量
の
表
現
は
二
種
存
在

す
る
。

一
九
四

0
年
代
に
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
登
場
し
て
か
ら
、
社
会
は
デ
ジ
タ
ル

が
主
流
に
な
り
、
最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
—
な
ど
次
々
と
新
語
が
登
場
し
て
い
る

。

話
題
に
な
っ
て
い
る
新
種
が
デ
ジ
タ
ル
・
ツ

イ
ン

で
あ
る
。
ツ
イ
ン
は
双
子
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
実
物
と
同
一
の
機
能
を
具
備
す
る
デ
ジ

タ
ル
・
モ
デ
ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
に
構
築

す
る
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
概
念
自
体
は
ア
メ

リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の

M
・
グ
リ
ー
ヴ
ス
教

授
が
二
十
年
近
く
以
前
の
二

0
0
三
年
に
提
唱

し
て
い
る
が
、
情
報
技
術
の
躍
進
に
よ
り
、
最

近
に
な
り
様
々
な
実
例
が
登
場
し
て
き
た
。
事

例
を
紹
介
す
る
と
理
解
し
や
す
い
。

東
京
や
大
阪
な
ど
巨
大
都
市
に
生
活
す
る

人
々
は
自
家
用
車
で
移
動
す
る
場
合
、
高
速
道

路
の
交
通
状
況
の
電
子
地
図
を
参
照
す
る
。
渋

滞
の
様
子
だ
け
で
は
な
く
、
入
口
や
出
口
の
閉

鎖
や
車
線
規
制
、
さ
ら
に
は
事
故
の
発
生
も
表

現
実
を
数
値
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン

示
さ
れ
て
い
る

（図
1
)。
こ
れ
は
道
路
交
通

状
況
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
で
あ
る
。
同
様
に

鉄
道
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
か
ら
、
列
車
の
運

行
状
況
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
参
照
で

き
る
鉄
道
路
線
も
増
加
し
て
い
る

（図
2
)。

科
学
研
究
や
技
術
開
発
で
は
手
段
と
し
て

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
利
用
さ

れ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
と
の
相
違
は
現

実
世
界
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
よ
る
連
動
の
可
否

で
あ
る
。

高
速
道
路
の
路
線
を
コ
ン
ピ
ュ
—
夕

内
部
に
構
築
、
何
時
に
何
処
で
渋
滞
が
発
生
す

る
か
を
予
測
す
る
の
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

！！ 
ュ ~ ~ ―--------'= :: --

＼ 

図l首都高速道路渋滞状況
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最
初
に
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
を
利
用
し
は
じ

め
た
の
は
産
業
分
野
で
あ
る
。
世
界
有
数
の
航

空
機
用
ジ
ェ

ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
会
社
で
あ

る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
、
稼
慟
し

て
い
る
エ
ン
ジ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
二
百
個
程
度
の

セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
そ
れ
ら
が
地
上
に
稼
働

状
況
を
時
々
刻
々
送
信
し
て
く
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
エ
ン
ジ
ン
の
状
況
を
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン

現
実
社
会
を
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
に
圧
縮

あ
り
、
道
路
の
走
行
状
況
に
対
応
し
て
交
通
規

制
を
す
る
な
ど
、
現
実
世
界
に
作
用
で
き
る
の

が
テ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
の
特
徴
で
あ
る
。
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二
次
産
業
が
三
次
産
業
に
融
合

で
監
視
し
、
異
常
を
発
見
す
る
と
と
も
に
今
後

の
開
発
の
参
考
に
し
て
い
る
。

多
数
の
企
業
が
自
動
運
転
車
両
に
挑
戦
し
て

い
る
が
、
開
発
の
重
要
な
段
階
は
実
験
車
両
を

道
路
で
走
行
さ
せ
る
試
験
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ウ
ェ
イ
モ
は
広
大
な
土
地
に
私
道
を
建
設
し

て
現
実
空
間
で
実
験
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
ピ

ュ
—
夕
内
部
の
仮
想
空
間
に
道
路
の
デ
ジ
タ
ル

・
ツ
イ
ン
を
構
築
し
て
実
験
車
両
を
走
行
さ
せ

て
い
る
が
、
そ
の
走
行
距
離
は
私
道
で
の
試
験

の
六
百
倍
に
も
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
危
険
な

状
況
で
の
自
動
運
転
も
実
験
し
て
い
る
。

高
層
建
物
の
設
計
段
階
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

内
部
に
数
値
模
型
を
構
築
し
、
地
震
や
風
圧
の

影
響
な
ど
を
検
討
し
て
構
造
を
設
計
し
、
実
現

段
階
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
利
用
状
況
を
想
定
し

て
台
数
を
決
定
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
完
成
段
階
で
は
設
置
さ
れ

た
多
数
の
セ
ン
サ
ー
の
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
・
ツ

イ
ン
で
常
時
監
視
し
、
設
計
の
仕
様
の
よ
う
に

建
物
が
機
能
し
て
い
る
か
を
監
視
す
る
と
と
も

に
今
後
の
計
画
の
参
考
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
工
業
製
品
は
設
計
、
製
造
、
販

売
ま
で
が
主
要
な
業
務
で
、
社
会
や
家
庭
で
利

用
さ
れ
る
段
階
で
の
保
守
な
ど
は
十
分
で
は
な

都
市
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン

か
っ
た
。
し
か
し
、
製
品
に
セ
ン
サ
ー
を
付
加

し
て
お
け
ば
、
部
品
の
劣
化
や
故
障
な
ど
に
つ

い
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
収
集
で
き
、
維

持
補
修
の
段
階
に
ま
で
業
務
を
拡
大
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
視
点
を
変
更
す
れ
ば
、
製
造
が
役

割
の
二
次
産
業
か
ら
維
持
ま
で
包
含
す
る
三
次

産
業
へ
の
発
展
で
あ
る
。

そ
の
一
例
が
道
路
交
通
事
故
へ
の
対
応
で
あ

る
。
現
在
の
自
動
車
内
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
—
や
様
々
な
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
事
故
に
遭
遇
す
る
と
カ
メ
ラ
の
画
像
を
は

じ
め
と
す
る
セ
ン
サ
ー
の
情
報
が
保
険
会
社
に

自
動
送
信
さ
れ
、
事
故
状
況
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ

イ
ン
が
会
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
に
構
築
さ

れ
る
。
そ
れ
以
後
は
警
察
や
消
防
へ
の
緊
急
連

絡
、
代
車
の
手
配
を
は
じ
め
と
す
る
事
故
処
理

を
保
険
会
社
が
代
行
す
る
。

交
通
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
様
々
な
活
動

も
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
で
管
理
す
る
動
向
が
登

場
し
て
い
る
。
ダ
ム
の
貯
水
状
況
を
遠
隔
監
視

す
る
技
術
は
世
界
で
普
及
し
て
い
る
が
、
台
湾

に
あ
る
湖
山
ダ
ム
で
は
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
の

ダ
ム
を
構
築
し
、
現
状
を
把
握
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
周
辺
地
域
の
降
雨
の
状
態
を
自
由
に
設

定
し
て
ダ
ム
の
水
位
の
上
昇
を
予
測
し
、
氾
濫
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図3ヴァーチャル・シンガポール

を
防
止
す
る
た
め
の
放
水
訓
練
も
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
個
別
の
施
設
だ
け
で
は
な
く
都

市
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
を
作
成
し
た
の

が
東
京
二
十
三
区
と
同
等
の
面
積
に
約
五
百
万

人
が
生
活
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
。
都
市

国
家
全
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
に
構
築
し
た

「ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
は
約
四

千
三
百
棟
の
高
層
建
築
を
は
じ
め
、
交
通
手
段

や
公
共
施
設
な
ど
も

3
D
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
と

し
て
参
照
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
で
あ
る

（図
3
)
。

し
か
も
単
純
に
立
体
画
像
が
表
示
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、
特
定
の
建
物
の
画
像
に
ア
ク
セ

ス
す
る
と
、
面
積
、
建
築
材
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
、
居
住
人
数
、
駐
車
場
数
な
ど
も
確
認
で

き
る
し
、
新
規
の
建
物
を
建
設
す
る
場
合
に
は

周
囲
へ
の
日
照
の
影
響
や
緊
急
事
態
の
と
き
の

避
難
方
法
も
検
討
で
き
る
。

一
九
八

0
年
代
に

架
空
の
都
市
を
設
計
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー

ム
「
シ
ム
シ
テ
ィ
」
が
流
行
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
れ
が
現
実
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ト
リ
リ
オ
ン
・
セ
ン
サ
ー
ズ
宇
宙

こ
の
よ
う
な
構
想
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
工
業
製
品
や
社
会
基
盤
の
状
態
を
常
時
把
握

し
て
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
に
伝
達
す
る
セ
ン
サ

ー
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
世
界
全
体
で
年
間

に
数
百
億
個
の
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
二
0
1
―
―
―
―
年
に
は
百
倍
の
一
兆
の
セ
ン
サ

—
を
敷
設
す
る
ト
リ
リ
オ
ン
（
一
兆
）
セ
ン
サ

ー
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
構

想
が
推
進
さ
れ
て
い
る
（
図

4
)。

一
人
あ
た

り
毎
年
百
四
十
個
と
い
う
数
量
で
あ
る
。

そ
れ
よ
り
は
少
数
で
あ
る
が
、
す
で
に
類
似

の
社
会
が
実
現
し
て
い
る
。
現
在
、
世
界
全
体

で
八
十
億
台
、
す
な
わ
ち
一
人
＿
台
以
上
の
携

帯
電
話
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
経
験
で

あ
る
が
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
遊
牧
民
族
で
さ
え
利

用
し
て
い
る
ほ
ど
の
普
及
で
あ
る
。
携
帯
電
話

は
相
互
に
接
続
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在

場
所
を
基
地
で
把
握
し
て
い
る
。
そ
う
し
な
い

と
相
互
に
接
続
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
効
用
も
あ
る
。

現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
、
東
京

の
新
宿
西
口
の
人
出
は
例
年
に
比
較
し
て
四
割

に
減
少
と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
場
所
の
人
出

の
推
計
が
発
表
さ
れ
て
い
る

（図
5
)。
こ
れ

は
新
宿
西
口
付
近
の
携
帯
電
話
の
基
地
が
周
辺

に
何
台
の
携
帯
電
話
が
存
在
し
て
い
る
か
を
把

握
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
世
界
の
何
処
に
存

在
し
て
い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
相
手
に
電
話

100兆

1兆

7000億 ー・--------・-・・---—ー. ~-ター—―-- ---------・-・. 一 ・-

700億 -----------―-a

70億 —··-·---I·--·--

1億 ー・----・・----・ ・-・-・. —-— 
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図4 トリリオン・センサーズ・ユニバース
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デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
の
危
険
な
側
面

番
号
だ
け
で
接
続
さ
れ
て
通
話
で
き
る
の
は
、

こ
の
仕
組
み
の
効
果
で
あ
る
。

位
置
を
確
認
で
き
る
機
能
を
利
用
し
て
、
東

京
大
学
と
携
帯
電
話
会
社
が
共
同
で
、
携
帯
電

話
を
利
用
し
て
い
る
人
々
の
了
解
の
も
と
、
自

宅
の
位
置
を
推
定
す
る
研
究
を
実
施
し
た
。
関

東
地
方
に
生
活
す
る
約
六
千
人
の
携
帯
電
話
の

位
置
情
報
の
変
化
を
人
工
知
能
で
分
析
し
た
結

果
、
九
八
％
の
人
々
の
自
宅
の
位
置
が
特
定
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
携
帯
電
話
が

5
G
に
な
れ
ば

特
定
で
き
る
位
置
の
精
度
は
格
段
に
向
上
す
る
。
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図5新宿駅の人出 (2020)

そ
れ
以
外
に
も
危
険
は
あ
る
。
筆
者
は
腕
時

計
型
の
測
定
装
置
を
装
藩
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
睡
眠
時
間
、
歩
行
距
離
、
脈
拍
、
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
が
測
定
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
に

送
信
さ
れ
、
身
体
の
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。
危
険
な
兆
候
を
警
告
し
て
く

れ
る
よ
う
な
利
点
が
あ
る
一
方
、
個
人
の
身
体

の
状
態
は
完
全
に
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
重
要
人
物
の
数
値
が
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
て

暴
露
さ
れ
れ
ば
問
題
で
あ
る
。

現
在
の
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
情
報
企
業
は

G
A
F
A

（グ
ー
グ
ル
／
ア
ッ
プ
ル
／
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
／
ア
マ
ゾ
ン
）
で
あ
る
が
、
二

0
1

0
年
に
、
当
時
の
グ
ー
グ
ル
の
会
長
で
あ
っ
た

E
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
「
我
々
は
あ
な
た
が
何
処

に
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
処

に
い
た
か
も
把
握
し
て
い
る
。
現
在
、
想
像
し

て
い
る
こ
と
も
ほ
ぽ
察
知
し
て
い
る
」
と
い
う

物
騒
な
発
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
は
誇
張
で
は
な
い
。

何
処
に
い
る
か
／
い
た
か
は
前
述
の
よ
う
に

携
帯
電
話
の
位
置
検
出
の
仕
組
み
で
簡
単
に
推

定
で
き
る
。
情
報
世
界
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
経
由
し
て
必
要
な
情
報
を
発
見
す
る
検
索
エ

ン
ジ
ン
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
最
大
の
シ

ス
テ
ム
が
グ
ー
グ
ル
で
、
全
体
の
九
割
を
占
有

し
、
世
界
か
ら
毎
日
百
億
回
近
く
の
利
用
が
あ

（図

6
)
。
そ
の
利
用
記
録
を
分
析
す
れ
ば
、

特
定
の
個
人
の
関
心
が
あ
る
対
象
を
探
査
す
る

の
は
簡
単
な
こ
と
で
あ
る
。

包
丁
が
料
理
に
役
立
つ
と
同
時
に
、
本
来
の

目
的
で
は
な
い
凶
器
に
も
な
る
よ
う
に
、
あ
ら

ゆ
る
技
術
に
は
利
点
と
欠
点
が
並
存
す
る
。
デ

ジ
タ
ル
・
ツ
イ
ン
も
高
度
な
情
報
社
会
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
の
は
当
然
と
し
て
、
そ

こ
に
集
中
し
て
い
る
個
人
や
企
業
の
個
別
情
報

が
本
来
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
な
い
た
め
の

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
情
報
社
会
の
危
険

な
弱
点
を
防
御
し
な
が
ら
、
最
新
の
刃
物
を
利

用
し
て
い
く
規
範
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

る

置.
● Google 

● bing 

● Yahoo 

● YANDEX RU 

● Baidu 

● DuckDuckGo 

89% 

図6検索エンジンの利用比率 (2019)
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